
令和６年度第３回唐津地域公共交通活性化協議会 会議次第 

 

 

日 程 令和７年１月１６日（木） 

時 間 １４時から 

場 所 唐津市役所 ４階 大会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議 事 

(1) 議案第１号 地域公共交通確保維持事業(令和６年度地域内フィーダー系統補 

助)の事業評価について 

 (2) 議案第２号 唐津地域公共交通利便増進実施計画及び唐津地域公共交通計画

の変更について 

 (3) 議案第３号 地域公共交通確保維持事業(令和７年度地域内フィーダー系統補

助)の計画変更について 

 (4) 議案第４号 肥前地区オンデマンドタクシーの運行時間変更について 

 

４ その他 

 

 

５ 閉 会 
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21
昭和自動車株式会社
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資料①

議 事

（１）地域公共交通確保維持事業(令和６年度地域内フィーダー系統補助)の事業評価について

（２）唐津地域公共交通利便増進実施計画及び唐津地域公共交通計画の変更について

（３）地域公共交通確保維持事業(令和７年度地域内フィーダー系統補助)の計画変更について

（４）肥前地区オンデマンドタクシーの運行時間変更について

日時：令和７年１月１６日（木）14:00～
場所：唐津市役所 ４階 大会議室

令和６年度第３回
唐津地域公共交通活性化協議会



１ 地域公共交通確保維持事業(令和６年度地域内フィーダー系統補助)の事業評価について

1

今回の協議

事業評価制度

➡国（運輸局）へ令和5年6月
に計画策定

事業期間
R5.10~R6.9



１ 地域公共交通確保維持事業(令和６年度地域内フィーダー系統補助)の事業評価について

2



２ 唐津地域公共交通利便増進実施計画及び唐津地域公共交通計画の変更について

車両区分 ～40歳 41～50歳 51～60歳 61～65歳 66～69歳 70歳～ 計

バス ６ １９ ２５ １２ １４ １３ ８９

ジャンボタクシー ０ １ ３ ２ ３ ４ １３

計 ６ ２０ ２８ １４ １７ １７ １０２

最高齢76歳
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２ 唐津地域公共交通利便増進実施計画及び唐津地域公共交通計画の変更について

4



①七山線

5

■再編案



①七山線（浜玉地区及び七山地区のオンデマンドタクシー）

6



②鏡線

7

■路線図



③志気・成渕線（北波多枝線）

8

■路線図



④大良線・旭が丘線

9

■路線図（オンデマンドタクシーエリアＡ、Ｂ）



④大良線・旭が丘線（大良地区のオンデマンドタクシー）
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⑤市内循環線（東・西・南コース）

■現状 ■再編案
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⑥玄海町コミュニティバス

12



⑥玄海町コミュニティバス
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２－１ 「唐津地域公共交通利便増進実施計画」の変更内容
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２－２ 「唐津地域公共交通計画」の変更内容
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２－２ 「唐津地域公共交通計画」の変更内容

デマンドタクシー

交通事業者 市内東 唐津駅 シーサイド前 唐津駅 路線定期 フィーダー補助

交通事業者 市内南 大手口
唐津赤十字

病院前
唐津駅 路線定期 フィーダー補助

交通事業者 市内西 大手口
りふれ・済生会

病院前
唐津駅 路線定期 フィーダー補助

交通事業者
志気（市民病院きたは

た～志気）

市民病院

きたはた
志気 路線定期 フィーダー補助

交通事業者
成渕（市民病院きたは

た～成渕）

市民病院

きたはた
成渕上 路線定期 フィーダー補助

交通事業者
北波多地区

デマンドタクシー
北波多地区内 区域運行 フィーダー補助

交通事業者
大良地区

デマンドタクシー

大良・旭ヶ丘地

区内
区域運行 フィーダー補助

交通事業者 からワンライン 唐津駅 まいづる999 イオン唐津店 路線定期 フィーダー補助

玄海町
玄海町AI

オンデマンド交通
玄海地区内 区域運行 フィーダー補助
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３ 地域公共交通確保維持事業(令和７年度地域内フィーダー系統補助)の計画変更について

17

R6.10~R7.3 R7.4~9

大良地区デマンドタクシー

からワンライン

北波多地区デマンドタクシー

玄海町ＡＩオンデマンド交通（玄海町コミュニティバス）

（大良線）

補助対象路線

志気

成渕

市内西

市内南

市内東



４ 肥前地区オンデマンドタクシーの運行時間変更について

18



別添１

令和7年１月　　日

協議会名：唐津地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：R6年度地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業
者等

②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

昭和自動車株式
会社

(1)波戸岬
【呼子～名護屋浜・
名護屋城～波戸岬
国民宿舎】

A

収支率
【目標】14％
【実績】12％
輸送人員
【Ｒ5】8,104人
【Ｒ6】3,874人
※R6.4路線再編のため半期のみ運行
波戸地区における朝夕の通勤通学時間帯に運行する本路
線は新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前から通
勤通学の利用が減り、大幅な減少傾向にあった。本年度は
路線再編のため半期のみの運行となったが、単純にR6実績
輸送人員を2倍にして昨年度と比較しても96％と輸送人員は
減少している。また、輸送人員が減ったことに伴う収入の減
少と併せて、運転士確保のための人件費増や燃料費の高止
まり、整備員不足による外注修繕費の増加により費用が増
加し、収支率も悪化することとなった。以上のことから目標を
達成することはできなかった。R6.4からは新設系統「大手口
〜湊・呼子〜波戸岬線に統合された。

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から2ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から2ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

収支率
【目標】9％
【実績】10％
輸送人員
【Ｒ5】2,190人
【Ｒ6】2,547人
加部島地区における朝夕の通勤通学時間帯に運行する本
路線は新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前から
通勤通学の利用が減り、大幅な減少傾向にあった。本年度
は観光客等が増加し輸送人員は昨年度と比較して増加し
た。経費面においては運転士確保のための人件費増や燃料
費の高止まり、整備員不足による外注修繕費の増加により
費用が増加したが、輸送人員が増えたことで収入が増加し、
目標を達成することができた。

(3)呼子台場
【呼子～呼子台場
みなとプラザ】

A 事業は適切に実施した。 B

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

事業は適切に実施した。

④事業実施の適切性

B

⑤目標・効果達成状況

昭和自動車株式
会社

収支率
【目標】8％
【実績】7％
輸送人員
【Ｒ5】911人
【Ｒ6】816人
呼子北部地区の朝夕の通勤通学時間帯に運行する本路線
は新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前より通勤
通学の利用が減り、減少傾向にあった。本年度は通勤通学
者の減少により昨年度と比較して輸送人員は減少した。ま
た、輸送人員が減ったことに伴う収入の減少と併せて、運転
士確保のための人件費増や燃料費の高止まり、整備員不足
による外注修繕費の増加により費用が増加し、収支率も悪
化することとなった。以上のことから目標を達成することはで
きなかった。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(2)加部島
【呼子～加部島杉
村】

事業は適切に実施した。A A

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から3ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

資料②



別添１

①補助対象事業
者等

②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

収支率
【目標】16％
【実績】17％
輸送人員
【R5】8,206人
【Ｒ6】4,072人
※R6.4路線再編のため半期のみ運行
沿線の名護屋城や波戸岬などの観光利用が多い本路線は
新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前は観光利用
が増え、増加傾向にあった。本年度は路線再編のため半期
のみの運行。単純にR6実績輸送人員を2倍にして昨年度と
比較しても、99％と輸送人員は微減したものの、収支率にお
いては目標を達成することができた。
R6.4からは新設系統「大手口〜湊・呼子〜波戸岬線に統合さ
れた。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(5)呼子・加部島
【呼子～加部島杉
村～呼子】

A

昭和自動車株式
会社

事業は適切に実施した。

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から5ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

(6)呼子・波戸岬
【呼子～名護屋城
址～波戸岬国民宿
舎】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から6ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 A

A

収支率
【目標】8％
【実績】9％
輸送人員
【Ｒ5】4,912人
【Ｒ6】4,653人
沿線の風の見える丘公園や加部島などの観光利用が多い
本路線は新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前よ
り生活利用者が減り減少傾向にあった。多くの路線がコロナ
の影響が緩和し昨年度よりも利用が回復する中、本路線に
おいては昨年度と比較して若干の利用減となったが、収支率
においては目標を達成することができた。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から4ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

昭和自動車株式
会社

(4)呼子・名護屋浜
（小友・名護屋浜）
【呼子～小友・名護
屋浜～呼子】

A 事業は適切に実施した。 A

収支率
【目標】13％
【実績】13％
輸送人員
【Ｒ5】8,397人
【Ｒ6】8,322人
小友地区にとって唯一の公共交通手段である本路線は通学
や買い物利用によりコロナ禍においても一定の利用があった
路線である。多くの路線においてコロナの影響が緩和し昨年
度よりも利用が回復する中、本路線は昨年度と同等の利用
となり、収支率は目標を達成することができた。



別添１

①補助対象事業
者等

②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(7)星賀
【入野～星賀】

事業は適切に実施した。

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から7ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

収支率
【目標】80％
【実績】13％
輸送人員
【Ｒ5】4,731人
【R6】2,169人
※R6.4路線再編により減便
星賀地区における朝夕の通勤通学利用がメインとなる本路
線は新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前より通
勤通学の利用が減り減少傾向にあった。本年度は路線再編
のため半期のみの運行。単純にR6実績輸送人員を2倍にし
て昨年度と比較しても、92％と輸送人員は減少した。また、輸
送人員が減ったことによる収入の減少と併せて、運転士確保
のための人件費増や燃料費の高止まり、整備員不足による
外注修繕費の増加により費用が増加し、収支率も悪化する
こととなった。以上のことから目標を達成することはできな
かった。
R6.4からは朝の通学便を除き肥前地区オンデマンドタクシー
に移行した。

CA

C

収支率
【目標】39％
【実績】25％
輸送人員
【R5】4,566人
【R6】3,038人
※R6.4路線再編により減便
納所地区における朝夕の通勤通学利用がメインとなる本路
線は新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前は通
勤・通学の利用が増え増加傾向にあった。本年度は路線再
編のため半期のみの運行。単純にR6実績輸送人員を2倍に
して昨年度と比較すると133％と輸送人員は増加した。しか
し、運転士確保のための人件費増や燃料費の高止まり、整
備員不足による外注修繕費の増加により費用が増加し、収
支率は悪化することとなった。以上のことから目標を達成す
ることはできなかった。
R6.4からは朝の通学便を除き肥前地区オンデマンドタクシー
に移行した。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(9)高串
【入野～高串】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から9ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 C

収支率
【目標】68％
【実績】9％
輸送人員
【R5】4,349人
【R6】2,443人
 ※R6.4路線再編により減便
高串地区における朝夕の通勤通学利用がメインとなる本路
線は新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前より通
勤通学の利用者が減り、減少傾向にあった。本年度は路線
再編のため半期のみの運行。単純にR6実績輸送人員を2倍
にして昨年度と比較すると133％と輸送人員は増加した。しか
し、運転士確保のための人件費増や燃料費の高止まり、整
備員不足による外注修繕費の増加により費用が増加し、収
支率は悪化することとなった。以上のことから目標を達成す
ることはできなかった。
R6.4からは朝の通学便を除き肥前地区オンデマンドタクシー
に移行した。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(8)納所
【入野～納所】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から8ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。
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B

収支率
【目標】15％
【実績】11％
輸送人員
【Ｒ5】1,137人
【Ｒ6】498人
※R6.4路線再編により肥前デマンドタクシーへ移行
京泊地区における唯一の公共移動手段である本路線は当該
地区の通学利用や買い物利用がメインとなっているが、コロ
ナの影響により大きく減少していた。本年度は路線再編のた
め半期のみの運行。単純にR6実績輸送人員を2倍にして昨
年度と比較しても88％と輸送人員は減少した。また、輸送人
員が減ったことによる収入の減少と併せて、運転士確保のた
めの人件費増や燃料費の高止まり、整備員不足による外注
修繕費の増加により費用が増加し、収支率は悪化することと
なった。以上のことから目標を達成することはできなかった。
R6.4からは朝の通学便を除き肥前地区オンデマンドタクシー
に移行した。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(11)瓜ケ坂・高串
（ジャンボ）（火・木・
土）
【入野～高串福祉
センター前～黒崎】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から11ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 C

収支率
【目標】21％
【実績】14％
輸送人員
【Ｒ5】2,993人
【Ｒ6】1,416人
※R6.4路線再編により肥前デマンドタクシーへ移行
瓜ヶ坂地区における唯一の公共移動手段である本路線は
R1.4から運行開始し、主に通院・買い物などの生活利用者が
継続的に利用がありコロナ禍にも関わらず昨年度も一昨年と
比較し増加していた。本年度は路線再編のため半期のみの
運行。単純にR6実績輸送人員を2倍にして昨年度と比較して
も95％と輸送人員は減少した。また、輸送人員が減ったこと
による収入の減少と併せて、運転士確保のための人件費増
や燃料費の高止まり、整備員不足による外注修繕費の増加
により費用が増加し、収支率は悪化することとなった。以上
のことから目標を達成することはできなかった。
R6.4からは朝の通学便を除き肥前地区オンデマンドタクシー
に移行した。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(10)京泊・納所
（ジャンボ）（火・木・
土）
【京泊～納所・入野
～高串福祉セン
ター前】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から10ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。

B

収支率
【目標】17％
【実績】13％
輸送人員
【Ｒ5】1,612人
【Ｒ6】637人
※R6.4路線再編により肥前デマンドタクシーへ移行
駄竹地区における唯一の公共移動手段である本路線はR1.4
から運行開始し、主に通院・買い物などの生活利用者が継続
的に利用がありコロナ禍にも関わらず昨年度も一昨年と比較
し増加していた。本年度は路線再編のため半期のみの運
行。単純にR6実績輸送人員を2倍にして昨年度と比較しても
79％と輸送人員は減少した。また、輸送人員が減ったことに
よる収入の減少と併せて、運転士確保のための人件費増や
燃料費の高止まり、整備員不足による外注修繕費の増加に
より費用が増加し、収支率は悪化することとなった。以上のこ
とから目標を達成することはできなかった。
R6.4からは朝の通学便を除き肥前地区オンデマンドタクシー
に移行した。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(12)駄竹・星賀
（ジャンボ）（月・水・
金）
【駄竹～星賀～入
野】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から12ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。
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昭和自動車株式
会社

(13)市内東
【唐津駅～シーサ
イド前～唐津駅】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から13ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 A

収支率
【目標】25％
【実績】27％
輸送人員
【Ｒ5】14,118人
【Ｒ6】13,710人
沿線の唐津城や曳山展示場などの観光利用が多い本路線
は新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前より観光
利用が減り輸送人員は減少傾向であった。本年度において
も輸送人員は昨年度よりも減少したが、目標は達成すること
ができた。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

B

収支率
【目標】33％
【実績】29％
輸送人員
【Ｒ5】20,634人
【Ｒ6】20,197人
沿線の商業施設や病院など生活利用が多い本路線は新型
コロナウイルス感染症の影響を受ける以前は生活利用者が
増え、増加傾向にあった。本年度は輸送人員は昨年度よりも
微減となったが、運転士確保のための人件費増や燃料費の
高止まり、整備員不足による外注修繕費の増加により費用
が増加し、収支率は悪化することとなった。以上のことから目
標を達成することはできなかった。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(15)市内南
【大手口～唐津赤
十字病院前～唐津
駅】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から15ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 A

収支率
【目標】36％
【実績】37％
輸送人員
【Ｒ5】29,742人
【Ｒ6】29,962人
沿線の商業施設や病院への利用が多く唐津市中心部の生
活利用が多い本路線は新型コロナウイルス感染症の影響を
受ける以前は生活利用者が増え増加傾向にあったが、コロ
ナの影響により近年は利用が減少していた。本年度は輸送
人員が昨年度よりも増加し、経費面では転士確保のための
人件費増や燃料費の高止まり、整備員不足による外注修繕
費の増加により費用が増加したが、輸送人員が増えたことで
収入が増加し、目標を達成することができた。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(14)市内西
【大手口～りふれ・
済生会病院前～唐
津駅】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から14ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。
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C

収支率
【目標】30％
【実績】23％
輸送人員
【Ｒ5】4,336人
【Ｒ6】1,896人
※R6.4路線再編により半期のみ運行
唐津赤十字病院への直行便である本路線は新型コロナウイ
ルス感染症の影響を受ける以前より日赤病院へ通院する利
用者が減少していた。本年度はR6.4で路線廃止となったため
半期のみの運行。単純にR6実績輸送人員を2倍にして昨年
度と比較しても、87％と輸送人員は減少した。また、輸送人
員が減ったことによる収入の減少と併せて、運転士確保のた
めの人件費増や燃料費の高止まり、整備員不足による外注
修繕費の増加により費用が増加し、収支率も悪化することと
なった。以上のことから目標を達成することはできなかった。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(17)イオン
【大手口～用尺南
～イオン前】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から17ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 A

収支率
【目標】36％
【実績】46％
輸送人員
【Ｒ5】12,410人
【Ｒ6】6,222人
 ※R6.4路線再編により半期のみ運行
商業施設イオンへの買い物客がメインである本路線は新型
コロナウイルス感染症の影響を受ける以前は買い物客が増
え増加傾向にあった。本年度は路線再編のため半期のみの
運行。単純にR6実績輸送人員を2倍にして昨年度と比較する
と100％と輸送人員は横ばいだった。収支率に関しては運転
士確保のための人件費増や燃料費の高止まり、整備員不足
による外注修繕費の増加により費用が増加したが、輸送人
員を維持できたことで、目標を達成することができた。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(16)市内南
（赤十字病院線）
【大手口～唐津駅・
アルピノ～唐津赤
十字病院】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から16ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。

B

収支率
【目標】14％
【実績】11％
輸送人員
【Ｒ5】12,611人
【Ｒ6】3,377人
※R6.4路線再編により半期のみ運行
大島地区における唯一の公共移動手段である本路線は新型
コロナウイルス感染症の影響を受ける以前より生活利用者
が減り減少傾向にあった。本年度は路線再編のため半期の
みの運行。単純にR6実績輸送人員を2倍にして昨年度と比
較しても54％と輸送人員は半減した。輸送人員が減ったこと
による収入の減少と併せて、運転士確保のための人件費増
や燃料費の高止まり、整備員不足による外注修繕費の増加
により費用が増加し、収支率も悪化することとなった。以上の
ことから目標を達成することはできなかった。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(18)市内
（大手口～大島液
化ガス）
【大手口～まいづる
ＣＡＲＲＯＴ店～大
島液化ガス】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から18ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。
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昭和自動車株式
会社

(19)市内（大島液化
ガス～用尺南～市
民グラウンド）
【大島液化ガス～
用尺南～市民グラ
ウンド】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から19ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 A

収支率
【目標】17％
【実績】21％
輸送人員
【Ｒ5】8,395人
【Ｒ6】4,567人
 ※R6.4路線再編により半期のみ運行
大島地区における唯一の公共移動手段である本路線は新型
コロナウイルス感染症の影響を受ける以前より生活利用者
が増え増加傾向にあった。本年度は路線再編のため半期の
みの運行。単純にR6実績輸送人員を2倍にして昨年度と比
較すると、109％と輸送人員は増加している。また、運転士確
保のための人件費増や燃料費の高止まり、整備員不足によ
る外注修繕費の増加により費用が増加したが、輸送人員が
増えたことで収入が増加し、目標を達成することができた。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

B

収支率
【目標】17％
【実績】14％
輸送人員
【Ｒ5】6,935人
【Ｒ6】3,106人
※R6.4路線再編により半期のみ運行
大島地区における唯一の公共移動手段である本路線は新型
コロナウイルス感染症の影響を受ける以前より生活利用者
が減り減少傾向にあった。本年度は路線再編のため半期の
みの運行。単純にR6実績輸送人員を2倍にして昨年度と比
較しても90％と輸送人員は減少した。輸送人員が減ったこと
による収入の減少と併せて、運転士確保のための人件費増
や燃料費の高止まり、整備員不足による外注修繕費の増加
により費用が増加し、収支率も悪化することとなった。以上の
ことから目標を達成することはできなかった。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(21)市内（大島液化
ガス～唐津東中高
前）
【大島液化ガス～
大手口～唐津東中
高前】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から21ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 C

収支率
【目標】28％
【実績】20％
輸送人員
【Ｒ5】4,380人
【Ｒ6】2,008人
※R6.4路線再編により半期のみ運行
大島地区における唯一の公共移動手段である本路線は新型
コロナウイルス感染症の影響を受ける以前より通学する生徒
数が増え増加傾向にあった。本年度は路線再編のため半期
のみの運行。単純にR6実績輸送人員を2倍にして昨年度と
比較しても92％と輸送人員は減少した。輸送人員が減ったこ
とによる収入の減少と併せて、運転士確保のための人件費
増や燃料費の高止まり、整備員不足による外注修繕費の増
加により費用が増加し、収支率も悪化することとなった。以上
のことから目標を達成することはできなかった。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(20)市内（大島液化
ガス～百人町～市
民グラウンド）
【市民グラウンド～
百人町～大島液化
ガス】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から20ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。
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A

収支率
【目標】79％
【実績】104％
輸送人員
【Ｒ5】1,333人
【Ｒ6】1,095人
成渕地区住民の買い物・通院などの生活利用がメインである
本路線は新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前か
ら利用が増え、増加傾向にあった。本年度は通学する学生
の減少により輸送人員は減少した。しかしながら、目標設定
しているR4実績収支率がまだコロナの影響を受けていたた
め悪化していたことにより目標は達成した。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(24)成渕（市民病院
きたはた～成渕）
【市民病院きたは
た～成渕上】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から24ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。

A

収支率
【目標】12％
【実績】22％
輸送人員
【Ｒ5】365人
【Ｒ6】366人
 ※R6.4路線再編により半期のみ運行
唐津フェリーターミナルからの利用者を唐津中心部へ輸送す
る本路線は新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前
は利用が増加していた。本年度は路線再編のため半期のみ
の運行。単純にR6実績輸送人員を2倍にして昨年度と比較
すると、201％と輸送人員は倍増している。また、運転士確保
のための人件費増や燃料費の高止まり、整備員不足による
外注修繕費の増加により費用が増加したが、輸送人員が増
えたことで収入が増加し、目標を達成することができた。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(23)志気（市民病院
きたはた～志気）
【市民病院きたは
た～志気】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から23ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 C

収支率
【目標】52％
【実績】41％
輸送人員
【Ｒ5】663人
【Ｒ6】368人
志気地区住民の買い物・通院などの生活利用がメインである
本路線は新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前か
ら利用が増え、増加傾向にあった。本年度は通学する学生
の減少により輸送人員は昨年度よりも減少した。また、輸送
人員が減ったことによる収入の減少と併せて、運転士確保の
ための人件費増や燃料費の高止まり、整備員不足による外
注修繕費の増加により費用が増加し、収支率は悪化すること
となった。以上のことから目標を達成することはできなかっ
た。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(22)市内（唐津フェ
リーターミナル～大
手口）
【唐津フェリーター
ミナル～西唐津駅
前～大手口】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から22ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。



別添１

①補助対象事業
者等

②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

昭和自動車株式
会社

(25)肥前地区デマ
ンドタクシー
【肥前地区内】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から25ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 C

収支率
【目標】13％
【実績】7％
輸送人員
【Ｒ6】2,315人
1運行あたり輸送人員0.9人
※R6.4より運行開始
肥前地区における生活利用の利便性向上を図るためR6.4よ
り運行開始した。1運行あたりの輸送人員が0.9人と乗合が発
生している状況ではなく、効率的な運行のため周知を図る必
要がある。また、運転士確保のための人件費増や燃料費の
高止まり、整備員不足による外注修繕費の増加により費用
が増加し目標収支率を達成することはできなかった。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(26)相知・厳木地区
デマンドタクシー
【相知・厳木地区
内】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から26ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 A

収支率
【目標】3％
【実績】4％
輸送人員
【Ｒ6】2,033人
1運行あたり輸送人員1.0人
相知地区における生活利用の利便性向上を図るため運行し
ている。1運行あたりの輸送人員が1.0人と乗合が発生してい
る状況ではなく、効率的な運行のため周知を図る必要があ
る。また、運転士確保のための人件費増や燃料費の高止ま
り、整備員不足による外注修繕費の増加により費用が増加し
たものの、もともと別々のエリアであった相知エリアと厳木エ
リアを統合し効率化を図ったことで目標収支率を達成するこ
とができた。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(27)浜玉地区デマ
ンドタクシー
【浜玉地区内】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から27ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 B

収支率
【目標】6％
【実績】3％
輸送人員
【Ｒ6】1,776人
1運行あたり輸送人員1.0人
浜玉地区における生活利用の利便性向上を図るため運行し
ている。1運行あたりの輸送人員が1.0人と乗合が発生してい
る状況ではなく、効率的な運行のため周知を図る必要があ
る。また、、運転士確保のための人件費増や燃料費の高止
まり、整備員不足による外注修繕費の増加により費用が増
加し目標収支率を達成することはできなかった。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。

昭和自動車株式
会社

(28)七山地区デマ
ンドタクシー
【七山地区内】

本年度は運転士不足と改善基
準告示改正に対応し、持続可
能な公共交通構築のために唐
津地域利便増進実施計画に基
づき、4月に大規模な路線再編
を実施した。
また、R6.1に唐津地域のバス
が乗り放題となるデジタルチ
ケット「から1ｄａｙフリーパス」
と、都市間高速バスからつ号と
間唐津地域のバスが2日間乗
り放題となるデジタルチケット
「から27ｄａｙフリーパス」を発売
開始した。

A 事業は適切に実施した。 A

収支率
【目標】1％
【実績】1％
輸送人員
【Ｒ6】1,360人
1運行あたり輸送人員1.1人
 浜玉地区における生活利用の利便性向上を図るため運行し
ている。1運行あたりの輸送人員が1.1人と乗合が発生してい
る状況ではなく、効率的な運行のため周知を図る必要があ
る。また、数値上は目標収支率を達成しているものの設定自
体が1%と低く、運転士確保のための人件費増や燃料費の高
止まり、整備員不足による外注修繕費の増加により費用が
増加し、更なる改善が必要。

R7.4に利便増進実施計画に基づく更なる路線
再編を実施予定。今後も運転士不足への対
応、運行効率化のための路線再編を関係各
所と慎重に協議しながら推し進めていく。ま
た、路線再編と併せてMaasを活用した様々な
施策に取り組み、効率性と利便性を高める。



チョイソコだいら停留所一覧

No． 停留所 住所

1 竹木場 佐賀県唐津市竹木場５５７８−５

2 椎木茶屋 佐賀県唐津市竹木場５２８５−８

3 川原 佐賀県唐津市竹木場５３０１−６

4 八谷橋 佐賀県唐津市竹木場４９００−２３

5 平木場 佐賀県唐津市神田３３２７−２４

6 平木場ダム 佐賀県唐津市神田３２８９−１

7 窯元前 佐賀県唐津市神田３２６９−１１

8 お茶の水 佐賀県唐津市神田２３２０−１

9 神田 佐賀県唐津市神田１１７６−２０

10 見借分道 佐賀県唐津市神田２２０３−２

11 旭ヶ丘一区 佐賀県唐津市町田１丁目１６−２３３９−１

12 唐津駅 佐賀県唐津市新興町２９３５−１

13 長松校前 佐賀県唐津市神田２１３１−１

14 熊の原 佐賀県唐津市熊原町３１０８−１

15 山道入口 佐賀県唐津市枝去木１２１８−１

16 名場越 佐賀県唐津市枝去木４１５

17 大良小中学校前 佐賀県唐津市大良５９２

18 大良橋 佐賀県唐津市大良２８８−１４

19 八永入口 佐賀県唐津市大良１５１１

20 農協倉庫前 佐賀県唐津市大良２１１

21 大良支所前  佐賀県唐津市大良５５−１２

22 後川内 佐賀県唐津市後川内１９４７

23 見借 佐賀県唐津市見借３９６０

24 見借公民館前 佐賀県唐津市見借３８９７−３

25 見借庚申様前 佐賀県唐津市見借３４４４−２

26 西浦上 佐賀県唐津市神田３０３９−３

27 西浦 佐賀県唐津市神田２３６１−７

28 坊主町 佐賀県唐津市坊主町５１８−７

29 長松大橋 佐賀県唐津市神田１９２２−１

30 旭ヶ丘入口 佐賀県唐津市町田１丁目１６−３６

31 小十公民館 佐賀県唐津市梨川内４１１－１

32 梨川内公民館 佐賀県唐津市梨川内５２５－１

33 大良簡易郵便局 佐賀県唐津市大良２５０

34 陽光台東 佐賀県唐津市神田５０４−１５３

35 陽光台中央  佐賀県唐津市神田５０４−３６

36 山口上 佐賀県唐津市神田１６７９−１

37 山口下 佐賀県唐津市神田１５２０−７

38 旭が丘五区 佐賀県唐津市旭が丘１５−３

39 旭ヶ丘一区 佐賀県唐津市町田１丁目１６−２３３９−１



チョイソコきたはた停留所一覧

No． 停留所 住所 備考

1 竹有 佐賀県唐津市北波多竹有2800-1 既存バス停

2 北波多中学校前 佐賀県唐津市北波多徳須恵411-1 既存バス停

3 徳須恵 佐賀県唐津市北波多徳須恵1047 既存バス停

4 北波多 佐賀県唐津市北波多徳須恵1158-4 既存バス停

5 行合野 佐賀県唐津市北波多行合野255-1 既存バス停

6 志気橋 佐賀県唐津市北波多志気2127-1 既存バス停

7 山本駅 佐賀県唐津市山本458-2 既存バス停

8 成渕 佐賀県唐津市北波多成渕2537 既存バス停

9 成渕上 佐賀県唐津市北波多成渕1919-2 既存バス停

10 上平野 佐賀県唐津市北波多上平野3209-1 既存バス停

11 下平野 佐賀県唐津市北波多下平野4328 既存バス停

12 山彦 唐津市北波多山彦1856 既存バス停

13 千草野 佐賀県唐津市北波多田中1458-19 既存バス停

14 矢代町 佐賀県唐津市北波多岸山498-3 既存バス停

15 岸山 佐賀県唐津市北波多岸山685-2 既存バス停

16 芳谷 佐賀県唐津市北波多岸山74-9 既存バス停

17 市民病院きたはた 佐賀県唐津市北波多徳須恵1424-1 既存バス停

18 Aコープやまもと店 佐賀県唐津市山本1390 地域要望バス停

19 まいづる9山本店 佐賀県唐津市山本1732 地域要望バス停

20 トータル環境倉庫前 唐津市北波多徳須恵1312-75 地域要望バス停

21 セブンイレブン徳須恵店 唐津市北波多徳須恵1171-1 地域要望バス停

22 徳須恵クラブ前 唐津市北波多徳須恵385-1 地域要望バス停

23 なかよし村 唐津市北波多田中924-1 地域要望バス停

24 日本建設技術株式会社前 唐津市北波多徳須恵1415-2 地域要望バス停

25 大杉上（正福寺前） 唐津市北波多大杉1590-4 地域要望バス停

26 大杉中（サンディティリング前） 唐津市北波多大杉1521-1 地域要望バス停

27 岸山公民館（公民館下の農業倉庫前） 唐津市北波多岸山706-18 地域要望バス停

28 岸山団地 唐津市北波多岸山498-48 地域要望バス停

29 芳谷集会場 唐津市北波多岸山295-8 地域要望バス停

30 稗田農業倉庫 唐津市北波多稗田1941-10 地域要望バス停

31 稗田公民館 唐津市北波多稗田1913-1 地域要望バス停

32 稗田消防水槽 唐津市北波多稗田3285-2 地域要望バス停

33 稗田薬師堂 唐津市北波多稗田1682 地域要望バス停

34 稗田二区公民館下 唐津市北波多稗田1985-1 地域要望バス停

35 志気公民館 唐津市北波多志気2565-4 地域要望バス停

36 志気線（三組） 唐津市北波多志気3319-24 地域要望バス停

37 志気駒鳴線 唐津市北波多志気3281-1 地域要望バス停

38 中組 唐津市北波多行合野642-3 地域要望バス停

39 土本 唐津市北波多行合野1812-1 地域要望バス停

40 田中集会所 唐津市北波多田中602-1 地域要望バス停

41 北波多第二保育園駐車場 唐津市北波多田中639-1 地域要望バス停

42 田中下組空き地 唐津市北波多田中513-1 地域要望バス停

43 人権ふれあいセンター駐車場 唐津市北波多竹有2789-3 地域要望バス停

44 上竹有公民館駐車場 唐津市北波多竹有2562 地域要望バス停

45 下平野公民館前（お堂前） 唐津市北波多下平野4272 地域要望バス停

46 上平野公民館敷地内 唐津市北波多上平野3312-1 地域要望バス停

47 千草野区民会館 唐津市北波多田中870-17 地域要望バス停

48 立園公民館敷地内 唐津市北波多田中1476-25 地域要望バス停
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 7-2. 実施事業の全体整理 

本計画において実施する事業を整理すると、１）～３）までが「利便増進事業」、４）～７）が「利便増進に関連して実施する事業」という位置づけになります。 

目指す 

計画目標 

 地域公共交通利便増進事業・ 
地域公共交通利便増進事業に関
連して実施する事業の別 

実施事業項目 事業の内容 参考項目 

地域公共交通サービスの最適
化と持続性向上 
 

地域間交通・地域内交通
等の役割に応じた目標を明
確にし、個々の公共交通サ
ービスの最適化と持続性向
上を図る。 

 

 地域公共交通利便増進事業 
 
イ①旅客鉄道、旅客軌道、乗合バ
ス・タクシー、定期航路に係る路線
等の編成の変更  
 
ロ②運行回数又は運行時刻の設定 
 

１）乗合バスの路線等の
編成の変更 

R6 年 4 月～ 

・唐津地域北部（呼子エリア・鎮西・湊エリア）の路線等の
編成の変更、パターンダイヤの設定 

呼子エリア…呼子線、湊・呼子線、呼子フィーダー路線 
鎮西エリア…小加倉・呼子線、野元・呼子線 

・唐津地域西部（玄海町エリア・肥前エリア）の路線等の編成
の変更、パターンダイヤの設定 

玄海町エリア…有浦線、玄海町コミュニティバス 
肥前エリア…切木・中浦線 

・唐津地域中心部・東部（唐津市中心部エリア・浜玉エリア・ 
七山エリア）の路線等の編成の変更 

七山エリア・浜玉エリア…七山線、浜玉循環線 
唐津市中心部エリア…市内循環線、市内線、鏡線、大良線
旭が丘線 

・唐津地域南部（相知エリア・北波多エリア）の路線等の編成
の変更 

  相知エリア…相知循環線（花タウンバス） 
  北波多エリア…成渕・志気線 

・唐津・佐賀線、唐津・伊万里線の 
効率化・利用促進については、 
引き続き県・沿線自治体・交通事 
業者と協議を続ける。 

 
・令和７年４月より七山線の減便と路

線短縮を行うと同時に、七山エリア
のデマンドタクシーの運行時間・利
用範囲を拡大する。 

 地域公共交通利便増進事業 
 
イ①旅客鉄道、旅客軌道、乗合バ
ス・タクシー、定期航路に係る路線
等の編成の変更  

２）枝線等のオンデマン
ド化 
R6 年 4 月～  

・肥前エリアにデマンドタクシーを新たに導入する。 
肥前エリア…肥前フィーダー路線 

・相知エリアと浜玉エリアのデマンドタクシー導入区域の拡大 
  相知エリア…相知循環線（相知花タウンバス） 

浜玉エリア…浜玉循環線 
・北波多エリアと唐津市中心部エリアの一部にデマンドタクシ

ーを新たに導入する。 
北波多エリア…成渕・志気線 
唐津市中心部エリア…大良線、旭が丘線 

・玄海町エリアにデマンドタクシーを新たに導入する。 
玄海町エリア…玄海町コミュニティバス 

・唐津市中心部エリア（鏡線）は、令和
6 年 10 月以降に向けオンデマンド化を
検討。 
 
・玄海町のオンデマンド化は、令和７年
３月に本格導入し４月に運行内容を拡
充する。（エリア毎の曜日運行→町内全
域を毎日運行） 

誰もが公共交通を利用しやす
いまちの実現 

公共交通と目的地との連携
による施策を推進し、交通弱
者を中心に生活を支える交通
を目指す。また、観光・まち
づくり・教育・福祉等の分野
間連携による総合的な施策展
開により、自家用車に過度に
依存せずに誰もが公共交通を
賢く使って移動できるまちの
実現を図る。 

 地域公共交通利便増進事業 
 
ハ ｲ又はﾛに掲げる事業と併せて
行う事業であって、地域公共交通
の利用者の利便の増進を図るため
の事業 

３）デマンドタクシーへ
の AI 予約システムの
本格導入 

  R6 年 4 月～ 

・R5 年８月から実証的に導入した AI 予約システムの効果を
検証し、R6 年 4 月から本格導入する。 

 （対象エリア）七山エリア、浜玉エリア、相知エリア、厳木
エリア、肥前エリア、玄海町エリア、北波多エリア、唐津市
中心部エリアの一部（大良線・旭が丘線の運行地域） 

 

 地域公共交通利便増進事業に関
連して実施する事業 
 

４）観光 MaaS 等の検討 ・観光に関する情報提供や予約方法、決裁状況などを踏まえ 
て、その統合化に向けた取組等を検討する。 
 

 

変更 

資料④ 唐津地域公共交通利便増進実施計画（変更案） 
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関係者の連携による公共交通
の利用促進 
 

移動サービス相互の連携
や役割分担を推進するとと
もに、各交通事業者や地域
住民との連携による利用促
進を図る。 

 

 地域公共交通利便増進事業に関
連して実施する事業 
 

５）地域協議体での検討 ・各地域協議体での取組を踏まえた上で、地域主体での運行
（自家用有償旅客運送等）や利用促進の取組等の検討を行
う。 

 

 地域公共交通利便増進事業に関
連して実施する事業 
 

６）ＤＸへの対応 ・「唐津２Day フリー乗車券」等のデジタルチケット化や IC
カードの普及、キャッシュレス決済の導入等に取り組む。 

・グリーンスローモビリティ等の導入の検討 

 

 地域公共交通利便増進事業に関
連して実施する事業 
 

７）多様な情報発信 ・唐津地域版公共交通マップ・時刻表の作成や車両へのナン
バリング表示の実施、小学生・高齢者を対象にした乗り方
教室等の実施。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改正案 

 

唐津地域公共交通計画 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 3 月 
令和６年１月 一部改正 

令和６年６月 一部改正 

令和７年 月 一部改正 

唐津市・玄海町  
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事業名 地域公共交通利便増進事業の実施 

事業概要 深刻な運転手不足へ対応しつつ、地域公共交通サービスの最適化と持続性向
上を確実に推進するために、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に
基づき以下の内容からなる地域公共交通利便増進事業を行う。 
＜実施地区＞ 
 湊・肥前・浜玉・七山・相

知・厳木・北波多の地域 
 ●玄海町 
＜実施内容＞ 

①唐津地域北部（呼  
  
 ③唐津地域中心部・東部（唐津市中心部エリア・浜玉エリア・七山エリ 

ア）の路線等の編成の変更 
 ④唐津地域南部（相知エリア・北波多エリア）の路線等の編成の変更 
 ⑤枝線等のオンデマンド化（浜玉エリア・相知エリアの全域化、肥前エリ

ア、玄海町エリア、北波多エリア、唐津市中心部エリアの一部） 
 ⑥デマンドタクシーへの AI 予約システムの本格導入（七山エリア・浜玉 

エリア・相知エリア・厳木エリア・北波多エリア・唐津市中心部エリア
の一部） 

実施主体 
実施時期 実施主体 

スケジュール 

令和 4 年度 5 年度 6 年度 7 年度 8 年度 

唐津市 
玄海町 

 
    

交通事業者等 
     

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 
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補助系統に係る事業の概要や役割等を示した一覧表 

 

（備考） 

上記系統については、役割欄に記載のとおり地域にとって重要な役割を担っており、自治

体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業により運行

を確保・維持する必要がある。 

及び、市内南及びからワンラインを運行するバス車両は、

車体の腐食、エンジン出力の低下、冷房機能の低下など車両の老朽化（平均車齢 12.5 年）

が進んでいたことから、安全な輸送の確保、利用者の利便性向上のため、車両減価償却費等

国庫補助を活用して車両の更新を行う。 

 
 
 
 
 

実施主体 運行系統名 起点 経由地 終点 運行の態様 補助事業の活用 役割

交通事業者 加部島 呼子 加部島杉村 路線定期 フィーダー補助

交通事業者 呼子台場 呼子
呼子台場

みなとプラザ
路線定期 フィーダー補助

交通事業者 呼子・名護屋浜 呼子 小友・名護屋浜 呼子 路線定期 フィーダー補助

交通事業者 呼子・加部島 呼子 加部島杉村 呼子 路線定期 フィーダー補助

交通事業者
星賀

（ジャンボタクシー）
入野 星賀 路線定期 フィーダー補助

交通事業者 納所 入野 納所 路線定期 フィーダー補助

交通事業者 高串 入野 古保志気
高串福祉

センター前
路線定期 フィーダー補助

交通事業者
肥前地区

デマンドタクシー
肥前地区内 区域運行 フィーダー補助

交通事業者
相知・厳木地区

デマンドタクシー

相知・

厳木地区内
区域運行 フィーダー補助

交通事業者
浜玉地区

デマンドタクシー
浜玉地区内 区域運行 フィーダー補助

交通事業者
七山地区

デマンドタクシー
七山地区内 区域運行 フィーダー補助

交通事業者 市内東 唐津駅 シーサイド前 唐津駅 路線定期 フィーダー補助

交通事業者 市内南 大手口
唐津赤十字

病院前
唐津駅 路線定期 フィーダー補助

交通事業者 大手口
りふれ・済生会

病院前
唐津駅 路線定期 フィーダー補助

交通事業者
きたはた

志気 路線定期 フィーダー補助

交通事業者
きたはた

成渕上 路線定期 フィーダー補助

交通事業者
北波多地区

デマンドタクシー
北波多地区内 区域運行 フィーダー補助

交通事業者
大良地区

デマンドタクシー

大良・旭ヶ丘地

区内
区域運行 フィーダー補助

交通事業者 からワンライン 唐津駅 まいづる999 イオン唐津店 路線定期 フィーダー補助

玄海町
玄海町AI

オンデマンド交通
玄海地区内 区域運行 フィーダー補助

幹線路線バスと接続し、地

域拠点周辺をきめ細かく結

ぶ支線交通の役割を担う。
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策定年月日 令和６年６月２８日 

変更年月日 令和７年１月  日 

                    （名称）唐津地域公共交通活性化協議会          
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 

唐津市は、平成１７年１月１日に唐津市と東松浦郡浜玉町、厳木町、相知町、北波多村、

肥前町、鎮西町及び呼子町の１市６町1村が合併し、平成１８年１月１日には七山村を編入

合併し現在の唐津市となり、佐賀県下第２位の人口規模で、総面積では佐賀県の約５分の

１を占める広さとなった。 

 

 この広域に路線バスによる公共交通網が広がっており、旧唐津市と旧呼子町・旧肥前町・

玄海町を結ぶ幹線及び枝線（乗継路線）が、主に高齢者の通院・買い物や学生の通学など

に利用されている。そのため、人口の減少や自家用車の普及により利用者は減少している

が、住民にとって生活に必要不可欠な交通手段となっている。 

 

 そのような中、平成２３年３月に地域公共交通活性化及び再生に関する法律に基づく「唐

津市地域公共交通総合連携計画」を策定し、路線バスの実証運行を実施。 

平成２５年４月１日から、呼子地区・入野地区（肥前町）を中心に乗継路線の実証運行を

実施し、住民の意見等を反映させ、平成２５年１０月１日より本格運行を開始した。 

 

 平成２７年度には佐賀県及び唐津市が行った調査事業の結果を基に、「唐津地域公共交

通網形成計画」を策定し、翌年度にはこの計画に基づく「唐津地域公共交通再編実施計画」

を策定。 

平成２８年８月から市内循環線のフィーダー化、１０月から市内線のフィーダー化、呼

子地域内フィーダーの大幅な路線見直し、平成３０年４月から隣接する玄海町の乗継拠点

整備等を行い、運行路線・ダイヤの総合的な最適化を図り、平成３１年４月から肥前町エ

リア、令和２年４月から厳木エリア、令和２年１０月から相知エリア、令和４年４月から

浜玉町、七山エリアについて路線等の見直しを行った。 

  

 また、令和３年度には、「唐津地域公共交通計画」を策定。令和６年度にこの計画に基

づく「唐津地域公共交通利便増進実施計画」を策定し、公共交通の利便増進に係る取組を

推進していく。 

 

これからも、枝線(乗継路線)については、幹線交通との相互の連携を図りつつ、地域内

フィーダー路線として確保・維持する事で、住民の生活交通手段を存続させていく必要が

ある。 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

●唐津市内 

「唐津地域公共交通計画」の目標収支率を基準に 

別表１「令和 7～9年度 唐津市地域内フィーダー系統目標収支率表」のとおり、収支率

の改善を図る。 

●玄海町内 

玄海町 AIオンデマンド交通 

デマンド交通の利用会員登録者数 1,000 人、デマンド交通の利用者数 25人/日（平均） 

※上記は「デジタル田園都市国家構想交付金」の事業計画における活動指標 

 

 

資料⑥ 
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（２）事業の効果 

 

唐津市地域内の各地域内フィーダー路線を維持することにより、車を運転できない高齢

者等の交通弱者の日常生活に必要不可欠な移動手段が確保される。 

また、幹線・枝線のネットワークが連携することで公共交通が便利に感じられ、地域住

民だけでなく観光客においても利用しやすくなり、外出促進・地域活性化にもつながる。 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

 

・利用促進策として、バスの乗り方教室を開催（運行事業者） 

・外国人観光客が多い呼子線に外国語表記・外国語音声案内を導入する事により、外国人

の利便向上を図る（一部導入済・運行事業者） 

・買い物・病院等へのアクセスがわかりやすい目的別時刻表の作成 

（唐津地域公共交通計画 Ｐ９５－９６参照） 

・市ホームページで利用促進のキャンペーンの案内、会議や集会に出向いた際に公共交通

の利用の現状と利用促進を案内(唐津市) 

・町のホームページ、広報紙、公式ＬＩＮＥに加え、デマンド交通システム専用のホーム

ページ等を作成し、デマンド交通の周知と利用促進を図る（玄海町） 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 
 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表１」を添付 

① 別添時刻表のとおり 

② 唐津市内において、路線バス運行事業者は、昭和自動車(株)のみのため 

③ 別添路線図のとおり 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

 

唐津市から運行事業者への補助金額については、運行収入及び国庫補助金を運行経費か

ら差し引いた差額分を基準に負担することとしている。  

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

 

 ・収支率については、数値指標によるモニタリング・評価を実施 

 ・乗降調査 

 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

 

※該当なし 

 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

 

※該当なし 

 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 
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※該当なし 

 

10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表５」を添付。 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

 

【目的】 

経営体質のスリム化や、徹底した人件費の抑制、増収対策等に努めることで経営改善を

図ってきているが、人口減少や自家用車の普及などにより、利用者の公共交通機関離れは

年々進んでおり、厳しい経営状況が続いている。また、車齢が 20年を超えるなど耐用年数

を大幅に上回る車両を多数抱えており、これらの車両については修繕を重ねながら運行を

続けている状態であり、早急な買い替えが必要となっている。しかしながら、厳しい経営

環境のなか自己財源での車両購入は困難であるため、車両の導入は厳しい状況にある。 

そのような中で、行政が支援を行うことで車両を更新し、車両の故障やトラブルを未然

に防ぎ安心・安全な運送を確保するとともに、乗降のしやすさなど利用者の利便性向上を

図ることを目的とする。 

【必要性】 

高齢者や障がい者、妊産婦、幼い子どもなど、誰でも安心して利用できるバス車両を購

入する必要がある。 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

（令和６年１０月～令和７年３月） 

市内線東、市内線西、市内線南の収支率をそれぞれ、32%、32%、45%以上とする。 

（令和７年４月～令和７年９月） 

からワンラインの収支率を 33%以上とする。 

（２）事業の効果 

 

高齢者の通院、買い物客が多い市内線東、市内線西、市内線南路線、からワンラインに

低床バスを導入する事で、利用者はバスの乗り降りが楽になり、利便性が向上する。 

また、車体の腐食、エンジン出力の低下、冷房機能の低下など車両の老朽化が進んでお

り（令和５年３月現在、平均車齢 12.5 年）、新しい車両を導入することで安全面の強化ば

かりでなく、燃料費や修繕費等が軽減される等の効果が期待できる。 

13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

（地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表６」を添付 

※なお、唐津市から運行事業者への補助金額については、国庫補助金を差し引いた差額

分を基準に負担することとしている。 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用
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した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

※該当なし 

 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

※該当なし 

 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

※該当なし 

 

（２）事業の効果 

 

※該当なし 

 

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

18．協議会の開催状況と主な議論 

 

・令和 6年 6 月 28 日 

 →地域公共交通計画認定申請書（R7 年度地域内フィーダー計画）について協議・承認 

 

19．利用者等の意見の反映状況 

 

唐津地域公共交通活性化協議会の構成員に、住民又は利用者の代表として、「老人クラブ連

合会」「地域婦人連絡協議会」「唐津商工会議所」「唐津上場商工会」「社会福祉協議会」の

各種団体の代表者及び地区ごとの住民代表者が含まれており、意見を反映して本計画を作

成している。 

また、利用者の意見においても、調査等で寄せられた意見を参考に、各路線の再編にお

いて運行時刻やルートの設定に活用している。 

 

 
【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所） 佐賀県唐津市西城内１－１ 

（所 属） 政策部 交通政策課 

（氏 名） 脇山 徹也 

（電 話） 0955-72-9144 

（e-mail） koutsuuseisaku@city.karatsu.lg.jp 

 
 

注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 
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実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

    各記載項目について、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実

施計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節

のとおり、等として引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、

地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画に定める目標、当

該目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項との整合性を図るように

して下さい。また、地域公共交通計画全体として、協議会における協議が整った上で提出

される必要があります）。 

 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 



別表１

協議会名：唐津地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダー系統）

補助対象路線名 起点 経過地 終点 目標収支率

令和7～令和9年度　唐津市地域内フィーダー系統目標収支率表

加部島 呼子 加部島杉村

呼子台場 呼子 呼子台場みなとプラザ

呼子・加部島 呼子 加部島杉村 呼子

呼子・名護屋浜 呼子 小友・名護屋浜 呼子

納所 入野 納所

星賀 入野 星賀

市内東 唐津駅 シーサイド前 唐津駅

68%

32%

高串 入野 古保志気 高串福祉センター前

志気・成渕 市民病院きたはた 志気・成渕上

市内南 大手口 唐津赤十字病院前 唐津駅

相知・厳木地区
デマンドタクシー

相知・
厳木地区内

肥前地区
デマンドタクシー

肥前地区内

七山地区
デマンドタクシー

七山地区内 1%

浜玉地区
デマンドタクシー

浜玉地区内

33%

大良地区
デマンドタクシー

大良・旭ヶ丘地区内

2%

33%

北波多地区
デマンドタクシー

北波多地区内

5

6

7

8

9

からワンライン 唐津駅 まいづる999前・唐津赤十字病院 イオン唐津店

10%

9%

13%

8%

80%

39%

16

17

 市内西  大手口  りふれ・済生会病院前

10

11

12

13

14

15

1

2

3

4

32%

45%

69%

13%

6%

10%

 唐津駅



表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） 令和7年度

起点 経由地 終点 運行態様の別

基準ハで
該当する
要件（別
表７・９）

補助対象地域間幹線系統
等と接続の確保

基準ホで該当
する要件
（別表７のみ）

往 6.5km

復 6.5km

往 2.8km

復 2.8km

循環 17.5km

.km

循環 15.6km

.km

往 3.6km

復 3.6km

往 3.8km

復 3.8km

往 4.4km

復 4.4km

循環 5.9km

.km

往 9.km

復 9.km

往 4.4km

復 4.4km

（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」及び「運送継続特例措置」については、利便増進計画又は運送継続計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１０）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

運
送
継
続
特
例
措
置

昭和自動車(株)

昭和自動車(株)

昭和自動車(株) ③

路線定期

昭和自動車(株)

昭和自動車(株)

昭和自動車(株)

運送予定者名市区町村名
運行系統名
（申請番号）

路線定期 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの呼子・湊線と呼子停留所にて接
続

③365日 912.5回

計画運
行日数

計画運
行回数

利
便
増
進
特
例
措
置

市民病院きたはた
志気（市民病院きたは
た～志気）※令和7年3
月31日で廃止

182日 1,638.0回

呼子台場

呼子・名護屋浜

昭和自動車(株)

星賀

高串

昭和自動車(株)

③

古保志気 入野

240日 360.0回

加部島

呼子・加部島

①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの呼子・湊線と呼子停留所にて接
続

③

182日 1,697.5回

路線定期

路線定期365日 2,190.0回

240日 240.0回

365日 730.0回

365日 2,555.0回

補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの呼子・湊線と呼子停留所にて接
続

路線定期 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの切木線、有浦・入野線と入野停
留所にて接続

運行系統

系統
キロ程

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７・別表９・別表１０）

路線定期 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの唐津-佐賀線他と大手口停留
所にて接続

③

納所

高串福祉センター
前

唐津駅

大手口
唐津赤十
字病院前

唐津駅

呼子
小友・名護
屋浜

呼子

呼子
加部島杉
村

星賀

呼子 加部島杉村

呼子

シーサイド
前

唐津駅

呼子

③120.0回240日

路線定期 ①

(1)

(2)

①

①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの切木線、有浦・入野線と入野停
留所にて接続

③

路線定期 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの呼子・湊線と呼子停留所にて接
続

③

市内東

路線定期 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの唐津-佐賀線他と大手口停留
所にて接続

補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの切木線、有浦・入野線と入野停
留所にて接続

③59.5回119日

路線定期

唐津市

志気

(9)

(10)

呼子台場みなとプラ
ザ

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

市内南

昭和自動車(株)

昭和自動車(株)

①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの唐津-佐賀線他と大手口停留
所にて接続

③

入野納所

入野



表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） 令和7年度

起点 経由地 終点 運行態様の別

基準ハで
該当する
要件（別
表７・９）

補助対象地域間幹線系統
等と接続の確保

基準ホで該当
する要件
（別表７のみ）

往 5.km

復 5.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

.km

往 10.km

復 10.km

.km

.km

（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」及び「運送継続特例措置」については、利便増進計画又は運送継続計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１０）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

運
送
継
続
特
例
措
置

区域 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
自動車㈱の有浦線と金の手停留所に
て接続

③（株）玄海タクシー (19)
玄海町AIオンデマンド
交通

玄海町 148日 4,365.0回

区域 ①

路線定期 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの唐津-佐賀線他と大手口停留
所他にて接続

③(18) からワンライン 唐津駅
まいづる
999

イオン唐津店 183日 1,921.5回

912.0回

昭和自動車(株)

補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの七山線と浜崎駅北口停留所に
て接続

③昭和自動車(株) (16)
北波多地区デマンドタク
シー

北波多地
区内

121日 124.0回

昭和自動車(株) (17)
大良地区デマンドタク
シー

大良・旭ヶ
丘地区内

121日 1,650.0回 区域 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの切木線と竹木場停留所にて接
続

③

昭和自動車(株) (15)
七山地区デマンドタク
シー

七山地区
内

240日 464.0回 区域 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの七山線と浜崎駅北口停留所に
て接続

③

区域 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの唐津-佐賀線他と相知駅前停
留所他にて接続

③

区域 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの七山線と浜崎駅北口停留所に
て接続

③

昭和自動車(株) (12)
肥前地区デマンドタク
シー

肥前地区
内

240日 2,500.0回 区域 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの切木線、有浦・入野線と入野停
留所にて接続

③

昭和自動車(株) (14)
浜玉地区デマンドタク
シー

浜玉地区
内

240日

昭和自動車(株) (13)
相知・厳木地区デマンド
タクシー

相知・厳木
地区内

240日 874.0回

計画運
行回数

利
便
増
進
特
例
措
置

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７及び別表９）

昭和自動車(株) (11)
成渕（市民病院きたは
た～成渕）※令和7年3
月31日で廃止

成渕上 市民病院きたはた 119日 59.5回 路線定期 ①
補助対象地域間幹線系統である昭和
バスの唐津伊万里線他と徳須恵停留
所にて接続

③

市区町村名 運送予定者名
運行系統名
（申請番号）

運行系統

系統
キロ程

計画運
行日数

玄海町

唐津市



表６　車両の取得計画の概要（車両減価償却費等補助）（地域内フィーダー系統）

イ ロ ハ

昭和自動車（株） 1 （18） からワンライン ノンステップ型 スロープ付き 標準仕様 35 R1.12 割賦

2 （　）

3 （　）

4 （　）

5 （　）

（注）

５．「購入等の種別」については、一括、割賦又はリースの別を記載すること。

市区町村名 バス事業者等名

申
請
番
号

運行の用に供する
補助対象系統名

（申請番号）

乗車
定員

購入年月

利便
増進
特例
措置

運送
継続
特例
措置

購入等の種別

唐津市

補助対象車両の種別

１．「補助対象車両の種別」については、イ欄にノンステップ型、ワンステップ型、小型車両又はプティバスの別を、ロ欄にスロープ付き又はリフト付きの別を、ハ欄に標準仕様（ノンステップバス認定
要領（平成２２年６月４日付け国自技第４９号又は平成２７年７月２日付け国自技第７５号）に基づく認定を受けたもの）又は非標準仕様の別を記載すること。

２．「乗車定員」については、座席数（運転席を含む）に立席数を加えた数を記載すること。なお、立席は座席を除いた面積を１人あたりの専有面積0.14平方メートルで除した数とする（道路運送車両
保安基準第24条、第53条）。

３．「購入年月」については、初年度の場合は購入予定年月を記載すること。

４．「利便増進特例措置」又は「運送継続特例措置」については、地域公共交通利便増進計画又は地域旅客運送サービス継続実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適
用（別表９又は別表１０）を受けた補助対象系統の運行の用に供する場合のみ「○」を記載すること。



フィーダー路線図（全体図）

七山エリア

浜玉エリア

厳木エリア

相知エリア

肥前エリア

幹線

フィーダ 線（既存系統）

接続停留所

相知・厳木デマンド

浜玉デマンド

七山デマンド

肥前デマンド

肥前フィーダー

呼子フィーダー

市内線

志気・成渕線

北波多エリア

金の手 玄海町AI

デマンド交通
大良デマンド

北波多デマンド

玄海町デマンド大良エリア


